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平
成
二
十
七
年

度
保
護
者
会
総
会 

	
	
	
	
	
	
	
	
	

に
お
き
ま
し
て
䣍
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し 

た
大
松
で
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

	

三
年
前
䣍
保
護
者
会
は
䣍
新
た
な
役
員
任 

命
と
役
員
分
担
を
決
め
䣍
再
編
を
行
い
活
動 

を
ス
タ
䤀
ト
し
ま
し
た
䣎
そ
の
間
䣍
各
種
行
事 

等
の
支
援
䣍
施
設
内
外
の
美
化
䣍
福
祉
シ
ョ
ッ 

プ
の
手
伝
い
䣍
さ
ら
に
成
年
後
見
に
関
す
る 

研
修
会
䣍
上
部
団
体
へ
の
会
合
の
参
加
䣍
保
護 

者
会
の
会
報
䣓
し
い
の
み
䣔
を
発
行
等
䣍
保
護 

者
会
は
大
き
く
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
䣎
こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
お
よ
び
保
護
者 

の
方
々
の
活
動
の
お
か
げ
で
あ
り
䣍
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
䣎 

	

現
在
䣍
保
護
者
会
で
は
䣍
親
亡
き
後
䣍
親 

の
思
い
を
伝
え
る
べ
く
䣓
こ
の
子
の
記
録
䣔 

の
作
成
䣍
ま
た
䣓
成
年
後
見
制
度
䣔
の
活
用 

に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま 

す
䣎
こ
れ
ら
は
ま
だ
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
䣍
よ
り
多
く 

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
䣍
心
友
会
の
評
議
委
員 

の
福
岡
弁
護
士
及
び
理
事
長
と
意
見
を
交
え 

な
が
ら
䣍
わ
が
子
の
幸
せ
の
た
め
に
䣍
活
動
を 

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎
と
も
あ
れ
䣍 

利
用
者
・
保
護
者
・
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を 

発
揮
し
䣍
理
想
の
社
会
福
祉
を
創
造
し
て
行 

き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

	
 

	
 

し
い
の
み
園
保
護
者
会 

	
	

平
成
二
十
七
年
度
定
期
総
会
報
告   

 

平
成
二
十
七
年
度
し
い
の
み
園
保
護
者 

会
の
定
期
総
会
は
去
る
五
月
三
十
一
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎
総
会
終
了
後
は 

ビ
ン
ゴ
や
太
鼓
演
奏
な
ど
バ
䤀
ベ
キ
ュ
䤀 

大
会
で
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
䣎 

●
二
十
六
年
度
の
活
動
報
告
と
会
計

報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た 

	
昨
年
度
は
台
風
十
四
号
の
影
響
で
夏
祭

り
が
中
止
に
䣍
ま
た
今
年
度
の
新
年
会
・
成

人
式
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中
止

と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
し
い

の
み
園
の
二
大
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
䣍
利
用
者
の
皆
様
䣍
地
域
の
皆
様
に
は

大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎 
	

ま
た
䣍
成
年
後
見
制
度
活
用
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
の
䣓
こ
の
子
の
記
録
・
親
の
思

い
䣔
作
り
に
つ
い
て
は
䣍
役
員
会
で
会
員 

の
皆
様
が
取
り
組
み
易
い
内
容
に
検
討
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
䣎 

●
二
十
七
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た 

	

今
年
度
は
昨
年
を
挽
回
す
べ
く
各
種
行 

事
の
充
実
に
予
算
を
振
り
向
け
る
と
同
時 

に
䣍
引
き
続
い
て
成
年
後
見
制
度
の
活
用

に
注
力
し
て
参
り
ま
す
䣎 

 

●
新
役
員
体
制
が
ス
タ
䤀
ト 
	

今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
䥹
任
期
は
三

年
䥺
に
あ
た
り
䣍
次
の
十
二
名
の
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
䣎 

	

会
長	

	

大
松
初
男	

入
所	

	

再
任 

副
会
長	

仙
波
純
一	

入
所	

	

再
任 

副
会
長	

長
安	

誠	

入
所	

	

再
任 

会
計	

	

田
所
稔
寛	

入
所	

	

再
任 

会
計	

	

平
川	

博	

入
所	

	

再
任 

理
事	

	

長
安
貴
子	

入
所	

	

再
任 

理
事	

	

田
所
勢
子	

入
所	

	

再
任 

理
事	

	

恒
川
禎
子	

ひ
か
り	

再
任 

理
事	

	

山
本
一
成	

入
所	

	

再
任 

	

理
事	

	

井
芹
恭
子	

こ
こ
ろ	

新
任 

	
監
事	

	

三
俣
啓
一	

入
所	

	

再
任 

	

監
事	

	

園
部
恵
美
子	

入
所	

再
任 

井芹恭子新理事 

一生懸命努めて参り

ます。皆様のご協力

よろしくお願いいた

します 

 
大松会長 

 



しいのみ園保護者会だより	 しいのみ第 5号	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 27年 6月 30日発行（2） 

 
 

 

先
ず
は
䣍
施
設
職
員
の
安
定
的
な
確
保 

と
䣍
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
貰
い
た
い
䣎 

・
親
亡
き
後
を
考
え
る
と
䣍
成
年
後
見
制

度
の
活
用
が
必
要
だ
が
䣍
個
々
の
施
設

単
独
で
考
え
て
も
ら
ち
が
あ
か
な
い
䣎

知
施
連
で
腰
を
す
え
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
䣎	

	

䥹
文
責	

大
松
初
男
䥺 

	
	
	

 
   

䣓
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
を
目

指
し
て
䣔
と
題
し
て
䣍
千
葉
県
障
害
福

祉
課
古
谷
課
長
よ
り
䣍
第
五
次
障
害
者

計
画
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
聞
い
た

後
䣍
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
䣎
テ
䤀
マ
は

䣓
本
人
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
を
䥹
副
題	

成
年
後
見
の
取
組

み
と
課
題
䥺
䣔
パ
ネ
リ
ス
ト
３
名
の
う
ち

二
名
の
講
演
の
概
要
を
紹
介
䣎 

●
し
も
ふ
さ
学
園
の
篠
島
さ
ん 

	

成
年
後
見
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
は
見
送

り
䣍
䣓
や
ま
ぼ
う
し
の
会
䣔
を
つ
く
り
䣍

擬
似
パ
パ
・
マ
マ
制
を
採
用
䣍
親
あ
る

う
ち
か
ら
交
流
を
重
ね
て
い
る
䣎
成
年

後
見
の
費
用
は
年
金
に
上
乗
せ
し
て
䣍

国
で
面
倒
を
見
て
も
ら
い
た
い
䣎
ま
た
䣍

障
害
の
特
性
を
良
く
理
解
し
た
成
年
こ

う	
	

 

千
葉
県
知
施
連
定
期
総
会 

支
援
区
分
と
障
害
福
祉
の
動
向

䥹
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
䥺 

⑧
社
会
福
祉
法
人
の
税
金	

⑴
固
定
資
産
税
䥹
現
在
は
非
課
税
䥺 

	

・
も
し
課
税
と
な
れ
ば
大
変 

	

・
就
労
支
援
施
設
の
課
税
は
止
む
を
得
な

い
か
䣎 

⑵
自
立
支
援
給
付
費 

	

・
利
用
者
に
至
急
さ
れ
る
給
付
費
を
代
理

受
領
䥹
税
金
が
施
設
に
支
払
わ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
䥺 

⑨
自
立
支
援
制
度
の
将
来
性 

	

・
給
付
金
の
財
源
で
あ
る
税
金
が
破
綻
し

た
ら
ど
う
な
る
か
䣎
介
護
保
険
と
統
合

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
䣎 

⑩
社
会
福
祉
法
人
の
資
金
の
必
要
性 

	

・
職
員
の
経
験
や
勤
続
年
数
に
応
じ
た
ベ

䤀
ス
ア
ッ
プ
䣍
施
設
の
整
備
や
拡
充
䣍 

	
	

老
朽
化
す
る
施
設
の
リ
ニ
ュ
䤀
ア
ル 

	
	

お
よ
び
修
繕
や
立
替
の
た
め
の
基
金
が 

	
	

が
必
要
と
な
る
䣎
剰
余
金
や
流
動
資
産

か
ら
方
向
転
換
が
必
要
䣎	

	
	

 

	

䥹
文
責	

平
川
博
䥺 

    	

千
葉
知
施
連
は
千
葉
県
内
の
知
的

障
害
福
祉
施
設
の
保
護
者
会
に
て
構

成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
䣍
二
十
六
年
度 

	
 

は
四
十
八
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
䣎	

	

従
来
研
修
会
は
䣍
そ
の
時
点
で
話
題
と

な
っ
て
い
る
テ
䤀
マ
に
つ
い
て
䣍
各
界
の

有
識
者
を
招
請
し
て
講
演
を
一
方
的
に

聴
く
こ
と
が
多
か
っ
た
䣎	

	

今
回
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
䣍
予

め
テ
䤀
マ
を
設
定
し
て
䣍
グ
ル
䤀
プ
討
議

を
行
い
䣍
会
員
間
の
本
音
を
ぶ
つ
け
あ
お

う
と
の
試
み
䣎
千
葉
県
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
䣍
今
回
は
西
部
地
区
の
十
七
施
設
が

参
加
し
た
䣎
テ
䤀
マ
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
共
通

で
䣍
極
め
て
基
本
的
な
問
題
䣎	

●
保
護
者
会
の
必
要
性
―
会
の
活
動
目	

	

標
䣍
施
設
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
䤀
シ
ョ
ン	

	

の
と
り
方
䣎	

●
知
的
障
害
者
の
あ
る
人
に
と
っ
て
快

適
な
暮
ら
し
の
場
と
は	

討
議
は
三
グ
ル
䤀
プ
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
た
䣎
主
な
る
意
見
は	

・
保
護
者
会
の
必
要
性
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
䣍
充
分
な
協
力
が
得
ら
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
䣎
保
護
者
会
と
し
て
は

参
加
者
を
一
人
で
も
多
く
す
る
た
め

の
努
力
が
必
要
䣎
ま
た
䣍
施
設
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
䤀
シ
ョ
ン
も
充
分
と
は
い

え
ず
工
夫
を
要
す
䣎	

・
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
か
ど
う
か
は

施
設
職
員
の
質
に
よ
る
こ
と
が
多
い
䣎	

	

	

ま
ず
は
䣍
施
設
職
員
の
安
定
的
な
確
保	

	

千
葉
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
の
里
見

会
長
の
講
演
䣓
新
た
な
障
害
支
援
区
分
と
障

害
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
䣔 

①
重
度
心
身
障
害
者
䥹
児
䥺
医
療
費
の
無
料
化

―
市
町
村
が
保
険
医
療
の
自
己
負
担
分	

 

を
現
金
給
付
䣎 

②
介
護
報
酬
の
改
定 

	

平
成
二
十
六
年
度
は
消
費
税
対
応
分
を
補
填 

③
平
成
二
十
六
年
四
月
施
行
分
の
改
正 

⑴
障
害
程
度
区
分
か
ら
障
害
支
援
区
分
へ
の
移

行
・
認
定
調
査
方
法
等
見
直
し 

	
	

䥹
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
区
分
判
定
䥺 

⑵
重
度
訪
問
介
護
サ
䤀
ビ
ス
の
対
象
者
拡
大	

⑶
ケ
ア
ホ
䤀
ム
と
グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
の
一
元
化	

④
統
合
支
援
法
の
見
直
し
䥹
二
年
後
䥺	

⑤
グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
に
つ
い
て 

・
介
護
給
付
䥹
支
援
区
分
に
応
じ
て
支
給
䥺 

・
訓
練
等
給
付
䥹
夜
間
は
共
同
生
活
援
助
䥺 

・
一
人
住
ま
い
䣓
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住
居
䣔
創
設 

⑥
重
度
訪
問
介
護 

	

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
知
的
・
精
神
に
拡
大 

⑦
知
的
障
害
者
施
設
の
ス
タ
ッ
フ 

・
昨
年
度
か
ら
急
に
従
業
員
が
来
な
く
な
っ
た 

・
職
員
を
育
て
る
の
は
保
護
者
会
の
役
目 

・
保
護
者
会
も
施
設
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
に
協
力 

   研修会① 
参加報告 

研修会② 
参加報告

② 千
葉
知
施
連
研
修
会 

	

グ
ル
䤀
プ
討
議 

䥹
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
䥺 

研修会③ 
参加報告 

	

千
葉
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会 

	

自
立
支
援
セ
ミ
ナ
䤀 

䥹
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
四
日
䥺 
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	 音楽療法の一つであるミュージック・ケア。 

講師の川田優子先生の明るい声に誘われ、円陣に組ま 

れた椅子に職員とともに利用者の皆さんが集まって来 

ました。ミュージック・ケアは 1時間を通して様々な 

曲を体験して行きます。その日の調子を伺いながら、 

先生はセッションする曲を選びます。 

	 身体を徐々に目覚めさせ、機能訓練につながってい 

くようなオリジナル曲、誰もが知っている懐かしい曲 

もあれば、乗りのよいポップスやロックンロール、気 

持ちのよいクラシックの楽曲もあります。 

	 曲によっては鳴子やバチ、鈴などを使ったり、季節 

の曲を歌うこともあり、皆さんは先生のリードにより 

それぞれのペースで楽しそうに参加している様子です。 

音楽を通して、安心できる居場所があり、安心して楽 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 しむことにより、自己実現 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 できる時間が持てることは 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 素晴らしいと実感しました。 

 

況
に
お
か
れ
て
い
る
䣎
平
成
二
十
五
年
度 

の
全
国
の
障
害
者
虐
待
の
通
報
は
七
䣍
一 

二
三
件
内
擁
護
者
に
よ
る
虐
待
が
六
十
五 

％
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
䣍
施
設
従
業
者 

で
は
二
十
六
％
䣍
使
用
者
で
は
九
％
で
あ 

っ
た
䣎
な
お
䣍
上
記
通
報
中
䣍
実
際
に
虐 

待
で
あ
っ
た
事
例
は
䣍
千
葉
県
は
八
十
二 

件
で
䣍
全
国
ワ
䤀
ス
ト
５
で
あ
っ
た
䣎 

ま
た
䣍
施
設
従
業
者
で
は
䣍
十
九
件
で 

全
国
ワ
䤀
ス
ト
３
で
あ
っ
た
䣎
千
葉
県
は

全
国
に
先
駆
け
て
䣍
障
害
者
差
別
防
止
条

例
を
制
定
し
䣍
障
害
者
権
利
擁
護
の
先
進

県
で
あ
っ
た
は
ず
䣎
行
政
側
と
し
て
汚
名

返
上
に
注
力
す
る
と
の
決
意
の
表
明
が
あ 

り
䣍
関
係
者
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
䣎 

	

後
半
は
䣍
神
奈
川
県
の
施
保
連
䥹
知
施 

連
䥺
の
嶋
田
様
よ
り
䣍
䣓
障
害
福
祉
を
め
ぐ 

る
最
近
の
動
き
䣔
と
題
し
て
䣍
パ
ソ
コ
ン 

画
面
に
よ
る
大
変
わ
か
り
や
す
い
説
明
が 

あ
っ
た
䣎
テ
䤀
マ
は
次
の
六
件
䣎 

①
い
わ
ゆ
る
䣓
六
十
五
歳
問
題
䣔
と
は
？ 

②
い
わ
ゆ
る
䣓
配
置
医
師
問
題
䣔
と
は
？ 

③
䣓
障
害
支
援
区
分
䣔
で
何
が
変
わ
る
？ 

④
䣓
サ
䤀
ビ
ス
利
用
計
画
䣔
と
は
？ 

⑤
今
後
の
地
域
生
活
移
行
は
ど
う
な
る
？ 

⑥
相
変
わ
ら
ず
絶
え
な
い
障
害
者
虐
待	

 
	

資
料
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
䥹
仙
波
䥺 

      

    	

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
関
し
て
䣍
し
い
の

み
園
評
議
員
で
あ
る
福
岡
弁
護
士
を
迎
え
て

の
職
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
䣎
当
日
役
員

会
か
ら
も
数
名
参
加
し
た
䣎
法
制
定
の
背
景
䣍

目
的
䣍
枠
組
み
の
説
明
が
あ
り
䣍
施
設
・
事

業
者
で
は
も
し
虐
待
の
疑
い
に
気
づ
い
た
場

合
は
䣍
こ
の
法
に
基
づ
き
通
報
義
務
が
あ
り
䣍

通
報
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
な
く
䣍
通
報 

福
祉
の
専
門
家
の
方
々
に
䣍
関
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
䣎 

●
し
ぐ
な
る
あ
い
ず	

理
事
泉
幸
江
さ
ん 

	

平
成
十
八
年
䣍
親
亡
き
あ
と
の
障
害
者 

の
生
活
を
安
心
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え

た
千
葉
県
松
戸
市
の
親
が
五
人
集
ま
っ
て

成
年
後
見
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

た
䣎
平
成
二
十
一
年
に
法
人
後
見
を
受
任

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
䣎
二
十

六
年
八
月
一
日
現
在
䣍
後
見
受
任
件
数
は

六
十
二
件
䣎
理
事
長
は
弁
護
士
䣍
専
門
協

力
員
と
し
て
弁
護
士
九
名
䣍
司
法
書
士
三

名
䣍
社
会
福
祉
士
九
名
䣍
市
民
後
見
協
力

員
三
十
九
名
䣎
最
大
の
課
題
は
財
源
確
保
䣍 

現
状
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
協
力 

い
た
だ
い
て
い
る
䣎
䥹
文
責	

仙
波
純
一
䥺 

      	

前
半
は
千
葉
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉

課
よ
り
䣍
障
害
者
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護

に
つ
い
て
の
講
演
会
が
あ
っ
た
䣎
千
葉
県

は
障
害
者
虐
待
に
関
し
て
は
一
昨
年
来
の

袖
ヶ
浦
の
事
件
が
あ
り
䣍
大
変
厳
し
い
状

況
に 

  	
	
	
	
	
	
	
	
	

 

研修会④ 
参加報告 

千
葉
県
知
施
連
研
修
会 

・
養
護
者
に
よ
る
虐
待
防
止 

・
福
祉
を
め
ぐ
る
諸
問
題 

	

䥹
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
䥺 

の
上
䣍
市
町
村
か
ら
の
事
実
確
認
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
䣎
ま
た
通
報
に
よ
り
職
員
等
が

不
利
益
処
分
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
䣍
通
報

者
の
秘
密
は
守
ら
れ
る
と
の
こ
と
䣎
法
律
制

定
後
の
状
況
䣍
虐
待
の
主
体
・
種
類
䣍
虐
待

を
行
っ
た
場
合
の
民
事
上
䣍
刑
事
上
䣍
行
政

上
の
責
任
䣍
虐
待
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
等
の
説

明
の
後
䣍
質
疑
応
答
を
以
っ
て
二
時
間
半
に

わ
た
る
研
修
会
は
終
了
し
た
䣎
保
護
者
と
し

て
は
ど
ん
な
場
合
で
も
決
し
て
不
透
明
な
結

末
に
な
ら
ぬ
よ
う
誠
意
あ
る
対
応
を
望
ま
ず

に
い
ら
れ
な
い
と
感
じ
た
䣎 

	
	
	
	
	
	
	
	

䥹
文
責	

恒
川
禎
子
䥺 

	
	
	

 
 

研修会⑤ 
参加報告 

	

し
い
の
み
園
職
員
研
修
会 

	

障
害
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て 

	

䥹
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
二
日
䥺 

  

	 	  
（文責	 恒川禎子） 

（曲に合せバチで床を鳴らしている） 

しいのみ園	 ミュージック・ケアに参加して 



 

 
 
 
１．提供をお願いする商品・・・7月 31日までに送付をお願いします。 
	 １）ご家庭で不要になっている贈答品 

	 ●お菓子類、缶詰など食料品、砂糖・醤油など調味料、ジュース・ビールなど飲料品 
	 ●タオル、シーツ、洗剤、石鹸など日用品。        送付先 

	 ２）趣味で制作している手芸品およびおもちゃなど 
２．提供いただく商品の送付方法 
	 １）帰省時、通所の送迎時に随時職員にお渡し下さい。 
	 ２）宅急便にて送付の場合は右記までお願いします。 

	 

バザーにて販売する商品の提供をお願いします！！！ 
 

   
	 	 	 	 	  

 

１．募集日 
	 １）バザー商品値付け：8月 2 日（日）午前 10:00～12:00	 於しいのみ園こころ 
	 ２）夏祭り販売手伝い：8月 9 日 (日)	 午後 1:00～ 2:00	 バザー商品陳列 
2．連絡先	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   午後 2:00～ 4:30	 バザー＆模擬店販売 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （1時間ごとの交代でお願いする予定） 

 

 
 
 
 
 
 
	 	 ふくろう屋は就労支援Ｂ型事業で、利用者が栽培した野菜やしいたけ、室内作業で制作した陶芸品などの 
	 作品を利用者自らが販売しています。一昨年 8 月にオープンして間もなく 2 年となります。保護者会会員の	 	
ご協力もあり、地域の馴染みのお客様も増えてきて、地域との交流の場として定着しつつあります。 

 
１．欠員募集 
	 	 	 第 1月曜日、第１・２・3金曜日	  時間:10:00～15:30	  
２．連絡先 
	 	 保護者会事務局	 仙波宛	 電話 043-291-2941（水、金曜日在席） 
 

編
集
後
記	

	
 

	

●
昨
年
は
二
大
行
事
䣍
夏
祭
り
と
新
年
会
が
止
む

を
え
ぬ
事
情
で
中
止
に
䣎
今
年
度
は
そ
の
分
取
り

返
す
べ
く
会
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
䣎 

	

●
お
休
み
し
て
い
る
間
に
し
い
の
み
園
名
物
が

二
つ
誕
生
し
ま
し
た
䣎 

心
友
太
鼓
と 

	
	

ふ
く
り
ん 

今
年
の
行
事
で
の 

活
躍
が
期
待
さ
れ
て 

て
い
ま
す
䣎䥹
仙
波
䥺 

会
員
訃
報	

	
 

●
掛
巣
真
央
様
の
お
母
様
が
二
十
六
年
七
月
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た 

	

●
内
田
涼
子
様
の
お
母
様
が
二
十
七
年
一
月
に 

	
	

逝
去
さ
れ
ま
し
た 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

しいのみ園保護者会だより	 しいのみ第 5 号	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 27 年 6 月 30 日発行

しいのみ園夏祭り（27年 8月 9日(日曜日) 

福祉ショップ＆喫茶ふくろう屋 

27年度年間行事予定 

27年 6月 29日（月）じゃがいも収穫祭 
27年 8月 2日（日）夏祭りバザー準備（於こころ） 
27年 8月 9日（日）しいのみ園夏祭り（於こころ） 
27年 9月 27日（日）保護者ボランティア（環境整備） 
27年 10月 23日 (金）いも掘り大会 
27年 11月 29日（日）保護者ボランティア（花壇整備） 
27年 12月 26日（土）もちつき大会 
28年 1月 24日（日）成人式・新年会 
28 年 3 月 27 日 (日)	 保護者ボランティア（環境整
備）	  
 
	 予定変更の場合がありますので、お出かけ前にしい

のみ園事務室まで問合せ確認下さい。 

〒266-0005 
千葉市緑区誉田町 2丁目 2307番地 
しいのみ園こころ	 バザー商品担当 
電話 043-488-5888 

   FAX 043-291-3353 

	 夏祭りお手伝いボランティア（バザー及び模擬店）募集！ 
	  

しいのみ園相談支援センター	 仙波（水・金在席） 
	 電話 043-291-2941  FAX 043-291-2181 

 

	 販売ボランティア追加募集！	 ご協力をお願いします 

 

	 	 	 	 	 	  
大網街道 

 

 

誉田駅南口 
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